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通期連結業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

平成 29 年５月 12 日に公表した平成 30 年３月期の通期連結業績予想値と実績値に差異が生じましたので、

下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 30 年３月期通期連結業績予想値と実績値の差異(平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日) 

                                        （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 1,102 100 91 90 3 円 77 銭 

実績値(B) 897 19 10 14 0 円 61 銭 

増減額(B-A) △204 △80 △80 △75  

増減率(%) △18.5 ― ― ―  

(ご参考)前期実績          

(平成 29 年３月期)  
― ― ― ― ― 

  （注）平成 29 年３月期は連結決算を行っておりませんので、前期実績は記載しておりません。 

 

２．差異の理由 

  平成 30 年 3 月期の連結業績につきましては、東京オリンピックを 2 年後に控え、LED 表示機市場として

は拡大傾向にあり、新規市場の開拓等については堅調に推移しておりましたが、当社の従来からの市場であ

り、依然として一定の比率を占めるパチンコホール業界において、遊技規則改正等が施行されたことを受け、

先行きの見通しが不透明であることから業界全般として投資抑制傾向となったことが、売上高減少の一因と

なりました。 

  また、当社の子会社であるデジタルプロモーション株式会社が平成 29 年 7 月より、本格的に営業開始しま

した。当該子会社の事業は、SNS と大型 LED 表示機を連動して地域に特化した販促、広告、マーケティン

グシステムの運営を行うものであり、現在は将来的な展開に向けての初期投資、環境整備段階となっており

ます。当初の想定より、ユーザーの反応が良いことから、当初計画より加速して準備、投資を進めているた

め、費用が計画を上回り、利益減少要因となりました。 

  以上により、連結売上高、連結営業利益、連結経常利益および当期連結純利益は前回の予想を下回ること

となりました。 

 

以上 
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